
 

 

◆全日本トラック協会 共用輸送荷札 

特積トラック便（路線便）で使用する荷札ラベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆業際荷札の例 

一部の電子機械メーカーと全日本トラック協会との間で双方の業界で利用できる荷札（業際荷札）

として実証事件が実施されました。 
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⼩林クリエイト株式会社 
 

⾃動認識 担当 
 
 

E-mail：sales1＠k-cr.jp 
ＵＲＬ：http:/k-cr.jp/ 

■お問い合わせ先 

Tool A-08 

 

荷物自動仕分の為のシンボル荷物自動仕分の為のシンボル荷物自動仕分の為のシンボル荷物自動仕分の為のシンボル
    

４．ＭＡＸＩ４．ＭＡＸＩ４．ＭＡＸＩ４．ＭＡＸＩ    ＣＯＤＥの国内での利用例ＣＯＤＥの国内での利用例ＣＯＤＥの国内での利用例ＣＯＤＥの国内での利用例    

１００ミリ 

７５ミリ 

【MAXI CODE 格納内容】 

① 荷届先郵便番号 

② 荷届先国ｺｰﾄﾞ（SO03166） 

③ 運送ｻｰﾋﾞｽｺｰﾄﾞ 

④ 統一荷物番号 

⑤ 元請運送事業者ｺｰﾄﾞ 

⑥ 荷送人ｺｰﾄﾞ 

⑦ 集荷日付（MMDD） 

⑧ ﾗｲｾﾝｽﾌﾟﾚｰﾄﾅﾝﾊﾞｰ 

⑨ 梱包個数（個口/総個口） 

⑩ 運送梱包総重量（ｷﾛｸﾞﾗﾑ） 

⑪ 荷届先ｺｰﾄﾞ(企業・事業所ｺｰﾄﾞ) 

⑫ 統一着地ｺｰﾄﾞ 

⑬ 運送事業者固有の仕分ｺｰﾄﾞ 

13-103 

001/005 

荷
受

人 

荷受人住所１荷受人住所１荷受人 
荷受人住所２荷受人住所２荷受人 
荷受人住所３荷受人住所３荷受人 
荷受人住所１荷受人住所１荷受人 
荷受人住所２荷受人住所２荷受人 
ＴＥＬ XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

荷
送

人 

様 荷送人住所１荷送人住所１荷送人 
荷送人名称２荷送人名称２荷送人 
ＴＥＬ XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

記事記事記事記事記事記事記事記 
お問い合わせ番号 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX 

品名品名品名品名品名 出荷日 XX月XX日 

運送事業者名称運送事業者名称 ＴＥＬ XXXXXXXXXXXXXXXXXX 

荷物番号 

* 1 1 1 1 1 1 9 1 2 3 4 5 6 7 8 0 1 *

荷受人 

荷送人 

荷物Ｎｏ 

荷札ラベル 

ＥＩＡＪ Ｄラベル 

( J ) L A 1 0 8 0 1 0 2 0 1 1 5 0 1 2 3 4

小林電子機械工業（株）小林電子機械工業（株）小林電子機械工業（株）小林電子機械工業（株）    
愛知県名古屋市中区錦愛知県名古屋市中区錦愛知県名古屋市中区錦愛知県名古屋市中区錦1111----17171717----13131313    
名興ビル９階名興ビル９階名興ビル９階名興ビル９階    
TELTELTELTEL：０５２－２３１－５１７：０５２－２３１－５１７：０５２－２３１－５１７：０５２－２３１－５１７２２２２ 

４６０－０００３ 

○○○○電器 

荷送人 荷受人 

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９２１ 納品キー番号 

品名コード 

品名 

入数／納入数 （単位：ＰＣ） 

ＡＢＣＤＥＦＧ１２３４５６７８９１８ＡＢＣＤＥＦＧ１２３４５６７８９１８ＡＢＣＤＥＦＧ１２３４５６７８９１８ＡＢＣＤＥＦＧ１２３４５６７８９１８    
セラミックコンデンサ 

2,000/10,000 

ライセンス 

郵便番号 

納入日 

2000/07/24 
ＡＭ9:00 

ＡＢＣ運送 13-103 

送り状番号 

運送依頼個数 

123456-000000-12345678 

１／ＸＸ 

包装個数 

１／５ 

2016.04.01 



        

        

１９８７年にＵＰＳ社（United Percel Service＝全米最大の運送会社）が、 

開発したマトリックス型２次元シンボル。 

小荷物の仕分け・追跡に使用する為に、 

ユーザー自身が開発したシンボルです。 

        

        

        

 

①①①①    高速読取りが可能高速読取りが可能高速読取りが可能高速読取りが可能    

５５０フィート（約１６８ｍ）／分のコンベアスピードでも 

読取りが可能。 

②②②②    全方向読取りが可能全方向読取りが可能全方向読取りが可能全方向読取りが可能 

３６０°どの方向からも読取りが可能。    

③③③③    顧客情報の付加が可能顧客情報の付加が可能顧客情報の付加が可能顧客情報の付加が可能    

運送会社側が仕分けなどに利用する情報の他、 

顧客が利用するデータを表示する事も可能。 

 

 

利用者自らが開発した、自動仕分け用途に特化したシンボル利用者自らが開発した、自動仕分け用途に特化したシンボル利用者自らが開発した、自動仕分け用途に特化したシンボル利用者自らが開発した、自動仕分け用途に特化したシンボル    

        

        

        

 

シンボルサイズ：約1”×1” 

（固定＝シンボルサイズ検知を省略し、読取時間を短縮する） 

セルサイズ：０．３３ｍｍ 

セル形状：6角形 

ファインダパターン：シンボル中心の３重の同心円 

データ領域（エラー訂正コード含む）：ファインダパターンの周囲に866セル 

表示文字数：英数字で最大９３文字 

エラー訂正率：拡張エラー訂正（ECC）：50％ 

標準エラー訂正（SEC）：25％の2種類 

 

 

 

 

 

① シンボルの規格化 

◆ＩＳＯで規格が制定されています 

（規格名：ＩＳＯ／ＩＥＣ 16023） 

② 国際標準物流ラベル 

◆ＩＳＯ15394で規格制定されている国際標準物流ラベルの拡張ラベルにおいて運送業者に

よる荷物の仕分け追跡管理用のシンボルとしてＭＡＸＩ ＣＯＤＥが採用されています。 

 

【ＩＳＯ１５３９４ 国際標準物流ラベルの例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＳＯ15394は、ＥＤＩ情報と物流を結び、企業間（荷送人、運送業者、荷受人）で情報を

活用する事を狙いとして制定されました。 

ライセンスプレートナンバー（固有の荷物番号＝必須）商取引情報、物流仕分け情報などが

表示されます。 
 

 

    ※：ＭＡＸＩ ＣＯＤＥは、高速貨物仕分け（高速コンベア上での読取り・荷物の仕分け）用に 

      特化したシンボルとして開発されましたが、普及が進んでいるとまではいえません。 

      （主に米国国内を中心にUPS社で使用されている） 

       

高速・自動仕分けの高速・自動仕分けの高速・自動仕分けの高速・自動仕分けの    

実現実現実現実現 

顧客サービスの顧客サービスの顧客サービスの顧客サービスの    

向上向上向上向上 

ファインダパターン 

１．ＭＡＸＩ１．ＭＡＸＩ１．ＭＡＸＩ１．ＭＡＸＩ    ＣＯＤＥの主な特長ＣＯＤＥの主な特長ＣＯＤＥの主な特長ＣＯＤＥの主な特長    

■■■■ＭＡＸＩＭＡＸＩＭＡＸＩＭＡＸＩ    ＣＯＤＥとはＣＯＤＥとはＣＯＤＥとはＣＯＤＥとは    

２．ＭＡＸＩ２．ＭＡＸＩ２．ＭＡＸＩ２．ＭＡＸＩ    ＣＯＤＥの仕様ＣＯＤＥの仕様ＣＯＤＥの仕様ＣＯＤＥの仕様    

３．ＭＡＸＩ３．ＭＡＸＩ３．ＭＡＸＩ３．ＭＡＸＩ    ＣＯＤＥの利用例ＣＯＤＥの利用例ＣＯＤＥの利用例ＣＯＤＥの利用例    

 配送元 
日本株式会社 
東京都千代田区丸の内 
1-1-1 

配送通知番号 : 9305678ML 

注文番号 : PO505054 

原産国 : 日本 

配送先 
小林クリエイト株式会社 
名古屋市中区錦1-17-13 

配送業者 : 

顧客 : 

(1J) ライセンスプレート : 

顧客製品ID : AA00211211 
供給者 ID : 066274 
追跡コード : MJH110780 
数量 : 各500個 
出荷重量 : 263.2Kg 
出荷体積 : 1.65 CR 

ΩΩΩΩ 
 ( 0 0 ) 0 0 0 9 8 7 5 6 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5

2016.04.01 


